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研究成果の概要（和文）：転写因子等のO-GlcNAc修飾が細胞の分化や増殖を誘導するとともに、これらタンパク
質のプロテオスタシスを制御していることが知られている。このような重要性が指摘されているにも拘わらず、
O-GlcNAc修飾の解析には多くの困難がある。本課題では、高感度なO-GlcNAc修飾タンパク質の検出法、修飾部位
の同定方法、修飾部位特異的な抗体の作成技術、抗体を用いたO-GlcNAc修飾タンパク質の動的観察、BioID法を
用いた相互作用タンパク質の特定を通して、O-GlcNAc修飾タンパク質の機能解明に通じる流れを確立した。

研究成果の概要（英文）：It is well known that O-GlcNAcylation of nuclear and cytoplasmic proteins, 
such as transcription factors, induces differentiation and proliferation of the cell and 
furthermore, such modification regulates their proteostasis. We noticed that O-GlcNAcylation of 
proteins plays an important role in their functions, however there are many difficulties in their 
biochemical and biological analyses. In this project, we established many kinds of analytical 
methods to clarify the meaning of O-GlcNAc modification of proteins through high sensitive 
identification of O-GlcNAcylated proteins, identification of GlcNAc-modified residues, establishment
 of antibodies specific for GlcNAc-modified residues, observation of dynamic protein modification by
 O-GlcNAc, and identification interacting partner protein with O-GlcNAcylated proteins.

研究分野： 糖鎖生物学

キーワード： 糖鎖　翻訳後修飾　糖転移酵素

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タンパク質の機能を制御する薬剤が多数作られることにより、さまざまな病気を治療し改善することが可能とな
っているが、核内・細胞質内のO-GlcNAc修飾を標的とした創薬は未だに何一つ行われていない。多くの創薬標的
分子に関して、さまざまな薬剤の開発が試みられているように、今回の研究の対象とした核内・細胞質内タンパ
ク質のO-GlcNAc修飾が新たな創薬標的分子の一つの大きな対象となりうることを示し、そのアプローチの道筋を
開いた成果と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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